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I はじめに
本稿は， 20日年度に始まった明治大学，立教大学および国際大学との三
大学連携推進事業である国際協力人材育成プログラム (HumanResource 
Development Program for International Cooperation)の中の一つであ
る模擬国連授業(使用言語は英語)の教育手法と課題を提示することを目的
とする。
第一節機嫌国連とは
模擬国連とは，参加者一人一人が，一国の代表者に扮し，ある国際問題に
ついて，自分が担当する国の取組み・外交政策・歴史的背景・国益・国際条
約などを考慮した上で，所定の手続き・規則に従って，議論，交渉，方針表
明を行い，最終的には投票で決議を採択(あるいは否決)するという，シミュ
レーション形式の国連会識を行うことである。通常，国連公用語である英語
での討論および文書提出が求められるため，英語の総合力が必要とされるだ
けでなく，国際問題(議題)についての国際社会の取組みや異文化への理解，
そして交渉力，指導力， リサーチカ，ディスカッション力といった幅広い能
力を培う教育的効果が期待される。国連の日本人幹部職員の中には，学生時
代に模擬国連会議に参加したことが，国連を目指すきっかけとなったという
実例もある。つまり，模擬国連は単なる国連会議のシミュレーションに留ま
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らず，地球規模で物事を考えるグローパル人材の育成に，貢献するものであ
るといえる。
第エ節 目本圏内における模擬聞連の動向
文部科学省採択事業である本国際協力人材育成プログラムの中のー科目
「グローパル共通教養総論」に，模擬国連 (90分X3回)が組まれたことを
きっかけとして，筆者はまず，国内における模擬国連の手法・事例のフィー
ルド調査を開始した。
現在， 日本国内で最大規模の模擬国連大会を組織する学生団体は， I日本
模擬国連(JapanModel United Nations) Jである。企画・運営・資金調
達から大会参加者に至るまですべてが現役の大学生により実行されているこ
とが最大の特徴であり，その前身となる「模擬間違実行委員会」は， 1983 
年に当時上智大学の教授であった緒方貞子氏(前国連難民高等弁務官)顧問
のもと発足した団体である。当初は，毎年ニューヨークで開催される模擬国
連の全米大会への日本代表団派遣事業が主な活動であった。しかし，現在は
活動規模を拡大し，関東・関西事務局が設置され，以下， 7つの研究会(四
ツ谷・早稲田・駒場・国立・日吉・京都・神戸)と 4つの支部(宇都宮・筑
波・北陸・九州)に分かれている O ミi:に4月-7月の前期， 10月-12月の
後期に活動を各地域で行い，さらに全国規模の大会(参加者 200-250名程
度)を年2回開催しているJ)。その日本模擬国連における会議手続き・規則
については， r模擬国連会議ガイドブックJ(日本語)が関東事務局より発行
されているが，先輩から後輩へ複数の模擬国連会議(主な使用言語は日本語)
を経験しながら，年聞を通じてノウハウが引き継がれているのが実態である。
日本では，大学の正規科目としての模擬国連授業，および英語による全国
規模の模擬国連大会の事例が少なL、。その先駆けとなるのは，模擬国連教育
を日本で 20年来にわたり行ってきた外国人教員たちにより 2010年に発足し
たlJapanUniversity English Model United Nations (JUEMUN) Jであ
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る。ここではまず，教員が模擬国連に必要な知識，スキル，演習を各大学の
正規科目において指導した上で，最後に，実践の場として， JUEMUN模擬国
連大会(使用言語は英語のみ)に学生を参加させる。 JUEMUNは，参加大
学の教員が同大会におけるアドバイザーを務めるという教員主導の会議であ
ることが最大の特徴で，会議手続き・規則については nUEMUNRules of 
Procedures~ (英語)が発行されている。参加者数は2010年度の51名(参加
大学数:5)から 2013年度には 118名(参加大学数23)へと倍増している九
第三節 明治大学での取組みの状況と特徴
国際協力人材育成プログラム初年度となる 20日年に筆者は，四ツ谷研究
会 (6月)， JUEMUN (7月)， 日本模擬国連関西大会 (8月)等のフィール
ド調査を行い，通常3日聞かけて開催される模擬国連会議を， 90分X3回の
授業内でも行えるように，準備体制を整えていった。とりわけ，授業の他に
もオフィスアワーを設けて，限られた時間で学生が効率よく準備できる環境
づくりを目指した。また，学生が会議に集中できるよう，会議手続きは必要
最低限に留め，議題は「女性のエンパワーメントJ，会議は国連総会の第三
委員会(社会，人道，文化委員会)という設定とした。こうして，授業内模
擬国連会議を前期(明治大学)と後期(立教大学)の 2期開催するに至った
のである。
第四節授業内模凝固速の運営の流れ
一般的に模擬国連会議では，会議監督(Director)，議長 (Chairまたは
Presiden t)，書記官 (Secretaryまたは Rapporteur)から構成されるダイ
ス (Dais)またはフロント (Front)といわれる人たち(主に学生)によっ
て運営される。会議監督は会議の設定から全ての運営を指揮し，議長は会議
当日の議事進行を行い，そして書記官は議長の補助を行う。本プログラムの
授業内模擬国連会議の運営にあたっては，前期・後期共通して，教員である
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筆者が会議監督を務め，前期は学生に議長と書記官を務めてもらった。しか
し，参加者である 50数名の学生とは別に，授業外で議長の育成を行う必要
があり，教員と学生双方の負担が大きかったため，後期は筆者が議長も兼任
し，資料配布などの庶務一般を担う書記官のポストは廃止とした。以下は，
筆者が策定した授業内模擬国連の運営の流れと，教員・学生の各役割である。
1.議題と委員会の設定(教員)
2.課題とスケジュールの設定(教員)
3.担当国の割当(教員)
4.議題概説書の執筆(教員)
5. 参考文献・リサーチツールの紹介(教員)
6. カントリー・プロファイルリサーチ(学生)
7.議題についてのリサーチ(学生)
8. ポジション・ペーパーの作成(学生)
9. 公式発言(スピーチ)(学生)
10. 討議・交渉(学生)
11.決議案の作成と修正(教員・学生)
12. 投票行動(学生)
次章では，本節で紹介した運営の流れに沿って. 20日年度の模擬国連授
業で使用した筆者の講義レジメ，学生によるポジション・ペーパー，そして
決議を模擬国連教育の事例として紹介する。
日模様国連(事例紹介)
第一節醜置と聾員会の股定
前期と後期の 2期共通して，会議議題は「女性のエンパワーメントJ.そ
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の中のトピックは，女性の権利を向上させるために女性の議員・幹部職員の
人数または割合を，割当制として義務付けるべきか否かとした。この議題と
トピックに基づき学生には.新学期当初から. (担当する国の立場で)賛成・
反対いずれかの方針を決めるという授業内会議の前提を示した。また委員会
は，女性の地位向上を議論する国連総会の第三委員会に設定し，その他の委
員会についても概要説明を行った。これらの会議設定のための講義レジメを，
以下のとおり紹介する。
Agenda and Topic 
Agenda: Empowerment of Women 
Topic: In order to promote women's rights worldwide， countries should 
adopt measures thatguarantee women's access to leadership positions in 
politics and business by legislating gender quota (e.g. voluntary， candi-
date and reserved seats) to women in parliaments. public work. corpo-
rate boards. etc. 
State your country's position (Agree or Disagree) and suggest pro-
posals (Course of Action) 
The GA Committees 
The UN Charter establishes six principal organs: the General Assembly 
(GA)， the Security Council. the Economic and Social Council 
(ECOSOC)， the Trusteeship Council. the International Court of Justice 
and the UN Secretariat. 
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The GA Committees 
Substantive issues are considered in the Plenary or in one of six Main 
Committees. At the beginning of the session， the GA agrees on a “divi-
sion of labour" and allocates agenda items to the six Main Committees. 
All Main Committees report to the GA Plenary. The Main Committees 
consist of al Member States of the GA. Each Main Committee is headed 
by a bureau consisting of a Chair， three Vice-Chairs， and a Rapporteur. 
The six Main Committees roughly correspond to the GA's major fields 
of responsibi1ty31: 
. Disarmament and International Security Committee (First Committee) 
• Economic and Financial Committee (Second Committee) 
• Social， Humanitarian and Cultural Committee (Third Committee) 
• Special Political and Decolonization Committee (Fourth Committee) 
• Administrative and Budgetary Committee (Fifth Committee) 
• Legal Committee (Sixth Committee) 
第二節鶴居とスケジュールの股定
模擬国連の会識を成功させるためには入念な準備が必要である。とりわけ，
3-4ヵ月という最短期間で準備・開催する授業内会議には，教員が具体的な
日程と課題を示し，学生を指導することが必須である。そこで綾初の課題は，
学生が担当する国について基礎情報(政府，外交，経済，文化，教育等)の
収集を行うカントリー・プロファイルリサーチとした。続いて，その収集し
た情報を碁に，学生がエッセイ形式で作成するポジション・ペーパーを課し
た。さらに，公式発言 (speech)と議論 (discussion)，そして最後に，決
議案 (DraftResolution)の修正 (amendment)とL、った会議中のパフォー
マンスを評価対象としたのである。次に，後期授業 (9月下旬~翌年 1月)
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における課題とそのスケジュールの実例を挙げる。なお，ポジション・ぺー
ノfー は，教員による添削と個別指導を行うため，提出を 2回課している。
Preparation and Schedule 
Preparations are essential to participate in the Model UN Conference. 
The following is an assignment schedule for our in-class MUN confer-
ence. 
Submission of Position Paper is required and the paper is a subject of 
evaluation. The paper must be A4 size， maximum 2 pages (single 
space) in English. 。Deadlineof the First Position Paper: 16 November 2013 
。Deadlineof the Revised Position Paper: 14 December 2013 
Speech: All delegates should make a 3・minuteSpeech in the in-class 
MUN Conference (7， 14 and 21 January 2013). The speech should be 
based on your Position Paper but delegates should NOT read out the 
paper. The paper would be too long to read in 3 minutes and you need 
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to focus on getting attention from other delegates to convey your 
country's policy. 
第三節担当国の割当
参加国については，実際の国連経済社会理事会 (ECOSOC)で使われて
いる地理的分布の割合と同様になるよう，バラ ンスに配慮を行った。前期授
業の学生数は約 50名(全明治大学学生)だった為， 19カ国の代表団 (2-3
人で一組)を構成した。一方，後期授業では 26名(明治大学 ・立教大学)
の学生に対して， 一人一カ国を担当させた。国の割当は， manaba folioと
いう教育支援ツール4)を使って，学生を対象にアンケートをとり，希望する
国と海外経験の背景を基に行った。また，代表団については，学生の英語レ
ベル (TOEICスコア)を基に，全体的に均一の英語レベルとなるよう配慮
した。担当国の割当と地理的分布の説明を行った講義レジメは，次のとおり
である。
Country Assignment Clst HRIC MUN: April-July 2013) 
Based on the backgrounds and preferences， the MUN Director has as-
signed a delegation of 3 participants to each country listed below. 
Country Dele伊旬 1 Delegate 2 Delegate 3 
Argentina 
Brazil 
Chile 
China 
Cuba 
Egypt 
Ethiopia 
France 
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India 
]apan 
Liberia 
Romania 
Russia 
Rwanda 
Saudi Arabia 
South Africa 
Sweden 
UK 
USA 
Note: Al participants are Meij University Students 
Distribution of countries based on geographic representation: 
-African States: Five (5) 
Asia-Pacific States: Four (4) 
-Eastern European States: Two (2) 
-Latin American and Caribbean States: Four (4) 
-Western Europe and Other States: Four (4) 
HRIC Model UN has 19 seats and has roughly the same ratio as ECOSOC 
by geographic representation to ensure a realistic debate. 
Country Assignment (2nd HRIC MUN: September 2013-January 2014) 
Based on the interests and backgrounds. the MUN DirectorjChair has 
assigned one participant to each country listed below. 
Country Delegate University 
Afghanistan Rikkyo 
Albania Meiji 
Argentina Rikkyo 
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Australia Rikkyo 
Brazil Meiji 
Chile Rikkyo 
China Rikkyo 
Democratic Republic of the Congo Rikkyo 
Finland Rikkyo 
France Meiji 
India Rikkyo 
Iran Rikkyo 
Kenya Meiji 
Liberia Rikkyo 
Malaysia Meiji 
Mexico Rikkyo 
Morocco Rikkyo 
Netherlands Rikkyo 
Nigeria Meiji 
Philippines Meiji 
Russia Rikkyo 
Rwanda Rikkyo 
Serbia Rikkyo 
South Africa Meiji 
UK Meiji 
USA Rikkyo 
Distribution of countries based on geographic representation: 
-African States: Seven (7 ) 
-Asia-Pacific States: Six (6) 
-Eastern European States: Three (3) 
-Latin American and Caribbean States: Four ( 4 ) 
-Western Europe and Other States: Six (6) 
HRIC Model UN has 26 seats and has roughly the same ratio as ECOSOC 
by geographic representation to ensure a realistic debate. 
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第四節輔題概説書の執筆
通常学生が主体の模擬国連大会では，議題の背景について会議監督が中心
となって複数の共同執筆者と，識題概説書 (BackgroundResearch Paper 
または StudyGuide)を執筆し，参加者に対して会議の数ヵ月前に配布して
いる。本プログラムでは，会議監督である筆者が議閥解説のために， World 
Development Report 20125)の要約を行い，それから議題の論点 CPointsin 
Question)をまとめるなどして制作した議題概説書引の一部を紹介する。
ここでは，参加者である学生が，自国の方針(ポジション)を決める際の
判断材料となるよう，中立の立場で書くことを心がけている。
What is Gender Quota? 
According to the World Development Report 2012， there are three main 
types of political quotas. First， voluntary party quotas have been 
adopted by political parties in a number of countries and involve a 
party committing itself to nominating a certain percentage of female 
candidates for electoral lists. 
Second， Candidate quotas are required by the law of a country and 
stipulate that a certain number of candidate positions must be reserved 
for women. They sometimes include conditions on the position of 
women on the electorallist， for instance by requiring that every second 
entry on the list must be a woman. 
Finally， reserved seats are positions for which only female candidates 
can compete and are used as a more direct way of regulating the num-
ber of women in elected positions. Of the countries that currently have 
gender quotas， 61% have voluntary party quotas Coften in combination 
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with the other types)， 38% have legislated candidate quotas， and 20% 
have reserved seats. 
Voluntlry _quotas 
S担単血主且2単
Reserved seats 
Current Debate 
Pro-Quota 
Improves descriptive representation: Quotas aim to directly increase 
female representation in leadership positions. They can bypass dis-
crimination by directly mandating that certain positions should be re-
served for women. Similarly， when the structure of the labor market 
inhibits a woman's advancement (for instance， by penalizing career 
interruptions) a quota can enable more equitable representation of 
women in leadership positions. 
Anti-Quota 
Crowd-out: Gender quotas may crowd out other marginalized ethnic or 
socioeconomic groups. By reserving certain positions for women， there 
will be fewer positions open for candidates from other groups that are 
also underrepresented. 
Worsens allocation: Ifleadership ability differs by gender then the cur-
rent paucity of female leaders may be the efficient outcome， and using 
quotas could worsen allocation by assigning leadership positions to 
worse-performing leaders. 
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Reduces women's incentives to invest: A quota can reduce a woman's 
incentive to invest if she believes her path toward advancement has 
been made easier with a gender quota. 
Worsens attitudes: If voters are forced to select a female candidate and 
feel their choices are thereby restricted， they may lash out against 
women. This backlash could also result from a perception that quotas 
are violating social norms and lead to increased discrimination or even 
persecution of women. 
Points in Question 
Examine the following points in question to decide your country's 
positions on the topic. It is important to note that your position and 
your own ideas on the suggestions should not contradict with your 
country's actual policy. You are expected to discuss these points during 
the conference. 
Why gender (does not) matters? 
Should gender equality be imposed on states? 
If yes， 
~How should it be imposed? 。Througha gender quota system 
-Legally guarantee seats for women? (hard) 
Voluntary seats for women? (soft) 。Throughother measurements? What are they? Any new pro-
posals? 
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~Should specific industries (occupations) be targeted? 。Publicsector? 
Parliament? 
-Public offices (governmentjmunicipal offices， public school， 
police officers， etc.)? 。Privatesector? 
-Corporations (board members and middle managers)? 
If no， 
~Why shouldn't gender equality be imposed on states? Justify 
your country's policy. 
~How should we change the current gender inequality? 
~What form of measurement should take place among UN member 
states? 
第五節 益事考文献・リサーチツールの紹介
次に，カントリー・プロファイルと議題「女性のエンパワーメントJ，お
よびリサーチ全般に役立つ参考文献とリサーチツールの一覧を紹介する。本
プログラムの目標は英語での模擬国連会議の実施であるため，筆者が学生に
紹介した文献とオンラインデータベースは，基本的にすべて英語表記である。
ただ，履修学生全員が模擬国連初心者だということを考慮し， 日本模擬国連
とグローパル・クラスルーム委員会(高校生を対象)が発行する日本語のガ
イドブックも掲載している。
References for Background Research 
Model UN Conference Guide in Japanese 
~How to Start the Model UN Conference :模擬国連会議入門」グローパ
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ル・クラスルーム日本委員会
『模擬国連会議ガイドブック第2版」日本模擬国連 関東事務局
Country Profile 
Permanent Missions to the United Nations 
http://www.un.org/en/members/index.shtml 
United Nations Bibliographic Jnformation System (UNBISnet) 
http://unbisnet.un.org/ 
World Bank 
h ttp:j j datatopics. world bank.orgj gender j 
http://data.worldbank.org/country 
http://data.worldbank.orgjindicator 
World Fact Book 
https:!jwww.cia.govjlibraryjpublicationsjthe-world開factbookj
Advancement of Women 
Beijing Declaration and Platform for Action 
http://www.un.org/womenwatch/daw/beijing/platform/ 
Convention on the Elimination of All Forms of Discrimination against 
Women 
http://www.un.org/womenwatch/daw/cedaw/ 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/josij3b_OOl.html (日本語訳)
Human Development Reports 
http://hdr.undp.org/en/reports/ 
Inter-Parliamentary Union “Women in National Parliaments" 
http://www.ipu.orgjwmn-ejclassif 
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Inter-Parliamentary Union “Women in Parliament" 
http://www.ipu.org/pdf/publications/wmnperspll・e.pdf
Quota Project 
http://www.quotaproject.org/ 
Sedghi， Ami.“International women's day 2012: women's representation 
in politics." The Guardian. 7 March 2012 
http://www.guardian.co.uk/news/datablog/2012/mar /07 /women-rep 
resentation-in-politics-worldwide 
UNDP and NDI.“Empowering Women for Stronger Political Parties: a 
guidebook to promote women's political participation." February 2012. 
Universal Declaration of Human Rights 
h ttps:/ /www.un.org/en/documents/udhr/ 
UN Secretary-General's Five Year Action Agenda 
http://www.un.org/sg/priorities/women_youth.shtml 
Women in Politics 2012. Map. 
http://www.ipu.org/pdf/publications/wmnmapI2_en.pdf 
World Bank.“World Development Report 2012: Gender quotas and fe-
male leadership." CSection 3-4). 
『政党をより強くするための女性のエンパワーメント:女性の政治参加促進
のためのガイドブック』国連開発計画(UNDP)，内閣府仮訳(内閣府男女
共同参画局， 2012年)
http://www.gender.go.jp/policy /positive_act/pdf/positive_action_OI2.pdf 
http://www.gender.go.jp/policy /positive_act/pdf/positive_action_OI3.pdf 
http://www.gender.go.jp/policy / posi tive _act/ pdf / posi tive _action_ 014. pdf 
Useful Websites 
The Economist: http://www.economist.com/ 
模擬国連教育の一事例 171 
F AO: http://www.fao.org/gender/landrights/en/ 
Foreign Affairs: http://www.foreignaffairs.com/ 
Gender Equality Bureau Cabinet Office: http://www.gender.go.jp/ 
Global Policy Forum: http://www.globalpolicy.org/ 
UN Charter: http://www.un.org/en/documents/charter/ 
UNFP A: http://www.unfpa.org/ 
UN News Centre: http://www.un.org/news/ 
United Nations， Office of the Spokesperson 
http://www.un.orgjsgjspokespersonjindex.asp 
UNWOMEN: http://www.unwomen.org/ 
US Department of State “Human Rights Reports" 
http://www.state.gov/j/dr!jrls/hrrpt/ 
http:j jwww.state.govjjjdr!jrlsjhrrptjhumanrightsreportjindex.htm 
#wrapper 
第六節 ポジション・ペーパーの書き方
ポジション・ペーパーといわれる各国が方針表明するための外交文書は，
模擬国連会議ごとに形式が異なる。そこで筆者は，学生が担当国と議題につ
いて，これまでリサーチしてきた情報を，上手くまとめて書くことができる
よう，段落ごとに内容を指定した。具体的には，ペーパー全体のイントロダ
クション(第一段落)，つぎに議題とその背景(第二段落)，それから議題に
関する自国の方針と圏内の取組み(第三段落)，最後に国連加盟国へ提唱す
る解決策・アクションプラン(第四段落)という構成とした。以下は，ポジ
ション・ペーパーの書き方を示した筆者の講義レジメである。
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Position Paper Instructions 
A Position Paper is a diplomatic statement of your countrγs position on 
the topic addressed. For example， ifyou are the delegate representing 
Rwanda in the General Assembly， you will write a paper detailing 
Rwanda's position on the topic. Other delegates from your class will 
write on the topic from their countries' standpoints. Position papers 
serve as an instrument to prepare delegates (you) for the conference 
(three classes). You have been given Country Profile assignment in 
which you research al aspects of your country's history and back-
ground， from politics and geography to economics and potential alies. 
Now you are expected to use your knowledge of the country's back-
ground information to write a position paper on the topic. 
A position paper must meet the following format requirements: 
/English 
/No more than A4 size two pages in length 
/Use the third person perspective (e.g. Republic of Rwanda believes 
that) 
/Contain at least four paragraphs (explained below) 
Paragraph 1: Introduction 
/Short Introductory paragraph for the entire position paper 
Paragraph 2: History and Information on the Topic (Background) 
/Your country's history and information on the topic 
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jHow the issue affects your country 
jConclude with your country's basic position on the topic 
Paragraph 3: Your Country's Position and Work on the Issue (Na-
tional Policy) 
jYour country's position with respect to the issue 
jYour country's justification for the national policies on the issue 
jYour country's work on the issue covering what your country has 
done (e.g. actions taken by your government with regard to the 
issue) 
jQuotes from your country's leaders about the issue 
j Statistics to back up your cοuntry's position on the issue 
jConventions and resolutions that your country has signed or rati-
fied 
jUN actions that your country supported or opposed 
Final paragraph: What your country proposes to do in the future 
(Course of Action) 
jWhat your country believes should be done to address the issue 
j What your country would like to accomplish in the committee's 
resolution 
jHow the positions of other countries affect your country's position 
j Concluding remarks 
Reference: United Nations Association of the United States of America 
(http://www.unausa.org) 
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第七節 学生によるポジション・ペーパm の事例
1.鵬題について支持を表明したポジション・ペーパー
Position Paper 
Country: Argentine Republic 
Committee: Third Committee of the 68th session of the General Assem-
bly 
Agenda: Empowerment of Women 
The topic in Third Committee of the General Assembly is Em-
powerment of Women. Argentine Republic is one of a few countries 
where the President is a woman. Adopting legal candidate quota， 37% 
of the national representatives and 39% of the senators are women in 
2011. These proportions are the highest in Latin America. Argentina 
fully supports adoption of a gender quota system for al other countries. 
There is male supremacy called “Machismo" in Latin America. 
From a sexual division of labour point of view， ithas been said that the 
politician was male's occupation. Female politicians had seldom been 
selected. However， Argentina has developed its own long history of 
women in politics. In 1949， when the President was Juan Domingo 
Peron who established the constitution including vote for women， his 
wife Eva Peron formed a party called Feminist Peronist Party. This 
party assigned one-third of candidate positions to women， which is later 
called voluntary party quota. By adoption of voluntary party quota， 
模擬国連教育の一事例 175 
women accounted for 20% in both upper house and lower house after 
the election in 1954. However， the Feminist Peronist Party vanished a 
few years later. Accordingly， the number of female representatives and 
senators decreased dramatically. Under a situation where the country 
was hovering at a low percentage of women in politics， Argentina at-
tended Third World Conference on Women in Nairobi in 1985， and no-
ticed the necessity of introducing Gender Quota System into the law by 
exchanging opinions with other countries. As a result， Argentina estab-
lished the Law of Gender Quota in 1991. This allowed the advancement 
of women into the political world. 
In order to promote women's rights in politics， Argentina adopts 
legislated candidate quota. The percentage of female politicians is 
nearly 40% in Argentina in 2011. Such a high percentage of women in 
politics represents a successful example of adopting gender quota sys-
tem. To make the system work， Argentina supposes legislated candi-
date quota is the appropriate system.... However， Argentina opposes 
adopting reserved seats in terms of unconstitutionality. Under the pre-
sent constitution in Argentina， itis stated that “equality of opportunity 
for men and women for elective and political party positions shall be 
guaranteed by means of positive actions in the regulation of political 
parties and in the electoral system." CConstitution Article 37).. There-
fore， Argentina believes adoption of legislated candidate quota is the 
best way to guarantee high percentage of women in politics. In addi-
tion， Argentina has positive attitude toward empowerment of women in 
the private sector. According to statistics， the percentage of female 
corporate managers is 18.1% in Argentina， sti1 lower than the wor1d 
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average of 24.2%. Therefore， Argentina currently addresses to increase 
female corporate managers positively by introducing flexible hours， 
teleworking and satellite ofice.. Our nation supports empowerment of 
women not only in politics but also in the private sector. 
Argentina fully supports the empowerment of women. As the Mil-
lennium Development Goals show， promoting gender equality and 
empowerment of women is one of the commitments for the whole 
world. In particular， increasing the percentage of women in politics is 
an important point of the Goal 3. Regrettably， the world average of 
women in politics is lower than 20% yet. Argentina believes that legis欄
lated candidate quota is the best way to increase women's representa-
tion in politics. Argentina urges al countries to adopt legislated 
candidate system to promote women's rights in politics. In the private 
sector， Argentina believes it is important to introduce flexible hours， 
teleworking and satellite office to support women work easily. In both 
politics and the private sector， empowerment of woman is essential for 
a better future because female politicians and corporate managers can 
suggest different ideas from men and this could stimulate economies. 
In conclusion， Argentina urges al UN member states to empower 
women in both politics and the private sector. 
2.鴎置について反対を表明したポジション・ペーパー
Position Paper 
Country: Islamic Republic of Iran 
模擬国連教育のー事例 177 
Committee: Third Committee of the 68th session of the General Assem-
bly 
Agenda: Empowerment of Women 
INTRODUCTION 
In Iran， the constitution bars discrimination on race， gender， disabil-
ity， language and social status in conformity with Islamic criteria. This 
can be seen from the increased number of women， from one to nine， in
the election for the Islamic Consultative Assembly. Nonetheless， Iran 
ranks 92 out of 157 countries on the UN gender disparity index. Iran is 
making progress on empowerment of women in sake of getting rid of 
gender inequality. Especially， Iran is focusing on education. The youth 
(15四 24years)literacy rate is 99% while the net enrolment ratio of the 
Secondary school participation of women is 80%， and more than 60% of 
women go to Universities according to UNICEF's survey in 2011. The 
gender gap is getting to shrink more and more in order to achieve our 
effort on entitlement of women's rights. Iran is a gender friendly coun-
try regarding to Sharia. 
INFORMATION and HISTORY on EMPOWERING WOMEN 
Iran is a theocratic republic and has adopted a constitution by refer-
endum after the Iranian Revolution on 1st April 1979. Iranian supreme 
leader is considered to be the biggest political and religious authority 
because we believe the state and religion should not be separated. Ac-
cording to the constitution based on the concept of the “guardianship of 
the jurist" in Shia Islam， Iran provides country's security forces worth 
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$23.9 billion (2012) to contribute to both domestic and world peace. 
Iranian parliament adopts single chamber system that includes 290 rep-
resentatives consisting of 2.8% of women and 97.2% of men. In 20日，the
Conservatives own almost half of the seats. The election is conducted 
every 4 years， and the suffrage is given to al the people over 18. Iran 
has experienced revolutions twice in the 20th century， in1906 and 1979， 
in both of which freedom and democracy were the dominant goals. 
Iran's Position and Work on the Issue 
Iran neither approves gender quota system nor participates in 
CEDA W. There are 2 reasons. 1) It endangers women's lives. 2) Islamic 
law， authorized mωt in our culture， has already protected women's 
rights. 
l) Quota system endangers women's lives 
Those countries that ranked top of gender equality index conduct 
quota system， but in Islamic world， running for election brings women 
into danger. It is mainly because of Islamic fundamentalism. There's a 
case in Iraq where a quarter of representatives are assumed to be given 
to women， a female candidate was shot and died. 
2) Quran， authorized most in our culture， has already protected 
women's rights 
Instead of political framework， Quran already entitles women's 
rights. It is mentioned that men are in charge of women， because Allah 
has made one of them to excel the other. and because they spend their 
property which is for supporting women. Good women are the obedi-
ent， guarding in secret that which Allah has guarded. Muslim's 
empowerment of women's rights should be respected. 
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Moreover， Iran believes that quota system is against the gender 
equality in opportunity， not democratic as it takes voter's authorities 
from the other aisles. Therefore， Iran disapproves the quota system 
even though we're making effort on empowering women because we 
have Islamic culture which alters from other cultures. Iran would like 
to re-emphasizes that there are two reasons: 1) the quota system endan-
gers women's lives and 2) Quran， authorized most in our culture， has 
already protected women's rights. These are why we don't agree with 
the quota system. 
WHAT IRAN PROPOSES TO DO IN THE FUTURE 
In conclusion， Iran is not against those countries which adopt the 
quota system， but the quota system is not acceptable in Iran. While 
Iran's legal code is based on Sharia， the Islamic law， the quota system is 
against our culture， be!ief and the society. Iran is very honoured to be 
here thinking about the gender equality. 
第八節会醸の流れ
以上，ポジション・ペーパーが完成したところで，学生が模擬国連会議に
参加するために最低限必要な準備が整う。通常の模擬国連会議では，方針表
明のための各国代表による公式発言(スピーチ)，議論，交渉，決議案の作
成と修正，投票行動を丸3日聞かけて行う。しかし，本プログラムでは授業
内 (90分x3回)で会識が成立するよう，各国で行う内容は次の通りとした。
なお，本模擬国連会議の様子を収録したダイジェスト動画は，国際協力人材
育成プログラムの公式サイト (http://www.hric.jp/houkoku)に掲載され
ているので，あわせてご覧いただきたL、。
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Conference Flow 
Class 1 
• Roll Call 
• Formal Debate (Position Speech: 3-minute speech by al delegates) 
• Informal Debate (Moderated caucusing & Unmoderated caucusing for 
Discusion) on Working Paper(s) and Draft Resolution(s) 
• Closure of Debate 
• Voting Procedures 
-Briefing on how Model UN conference works 
-Opening of the HRIC MUN Conference 
-Delegates make a 3・minuteformal speech (in alphabetical order) 
-Introduction of a working paper to the floor 
一Moderatedjunmoderatedcaucusing between the formal speeches 
Class 2 
-Continue formal speech by delegates 
-Introduction of a draft resolution 
-Moderatedjunmoderated caucusing between the formal speeches 
Class 3 
-Continue formal speech by delegates 
-Continue discussion and finalise the draft resolution through amend-
ments 
-Voting on the draft resolution 
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Review session and announcement of the Best Delegate A ward 
第九節模様国連決惜の事例
一般的な模擬国連会議では，参加者(学生)が，決議案 (DraftResolu-
tion)の全文言を， 3日間の会期中に作成するO しかし，本プログラムの授
業内会議では討議する時聞が極めて短い(通算2時間程度)ため，会議監督
である筆者が決議案の前文 (Preambulatoryclauses)と主文 (Operative
clauses)の原型 (Working Paper)をあらかじめ作成した。そこで，学生
は議題に対する解決策を示す主文中の動詞，数値目標，方法，主体(国連，
政府，市民団体)などのポイントに絞って議論と修正を行い，そうして出来
た最終決議案を投票により採決した。以下に，第一期(前期)模擬国連会議
と第二期(後期)で採択された各決議 (Resolution)を紹介する。
1.第一期模擬国連会醸の決輯
Model United Notions HRIC 
"ß~也、.'‘ ，. . 
General Assembly 
、~'"
H R I C 
ThIrd Co皿皿ltteeof the 67th sess10n of the General Assembly 
Agenda 1tem: E皿pow，町mentorWo皿岨
Sponsors: India， United States of America 
Signatories: ClIba， Japall， United Kingdom 
Resolution 
The General Assembly， 
HRICNC.3/67lRES.1 
Disn'.: Lim.ited 
16 July 2013 
0口事m剖 Ellglish
Reaffirming its commitment to the continuing and ful implementa-
tion， ina mutually reinforcing manner， of resolutions 1325 (2000)， 1820 
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(2008)， 1888 (2009)， 1889 (2009) and 1960 (2010)， and al relevant state開
ment of its President， 
Recognizing the Convention on the Elimination of al forms of Dis-
crimination against Women adopted by the Thirty-fourth General As-
sembly in 1979， and the commitments it makes in this regard， 
Recalling the Beijing DecJaration and Platform for Action adopted 
by the Fourth World Conference on Women in September 1995， and the 
actions listed in the DecJaration， 
Affirming that women's political， social and economic empower-
ment are central to long-term efforts to advance gender equality to 
promote equal opportunities to women and girls in the area of educa-
tion， employment， health and policy-making， 
Emρhasizing that advancement of women's representation in a deci-
sion-making process reflects the degree of the women's active participa-
tion in political， social and economic activities， 
Realizing that women's power in the society is necessary， 
Welcoming discussion on introducing gender quota system， 
1. Regrets that advancement of women in society is not always 
achieved in the world; 
2.丹'oposesal member states the following suggestions to im-
prove social situations of women; 
3. Recommends al member states to improve educational stan-
dard of women and educations about women to reduce preju-
dice for women; 
4. Especially requires al developed countries to support develop-
ing countries to improve training of women and financial sup-
port; 
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5. Invites that al member states to make legislations which secure 
women's safety in society and support women's situation to 
work safety; 
6. Takes note that the rate of women in political decision making 
is stilllow in many countries; 
7. R何uiresal member states to support women's advancement in 
political decision making; 
8. Recommends that advancing gender equality and equal oppor-
tunity led by the government， or the government and private 
sector is necessary to reduce various prejudices and discrimina-
tions for women in the future; 
9. Recommends al member states to set a concrete target to 
achieve gender equality (cf. the rate of women in parliament， 
managerial post， and so on) and to hold a meeting in every two 
years to report the achievements; 
10. Emρhasizes the gender quota system is just a way of achieving 
gender equality and equal opportunities， and suggests that 
each country promotes its own gender policy. 
2.第二期模擬国連会惜の決揖
ModelU出ledNalIons HRIC 
General Assembly 
H R I C 
TblrdCo園町岨“開。ftbe68tb s闘 sloaoftbe Geaual As輔mbly
Ageada Item: Empowerm帽 torWom側
Sub皿蹴ωbytbe Cbalr 
AlC.3/68尽ES.l
Distr・:Gene阻1
211811回 ry2014 
OrilO皿1:English 
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(前文は第一期と同ーのため省略)
Welcoming discussion on introducing gender quota system， 
1. Regrets that promotion of gender equality and empowerment of 
women have not been achieved; 
2. Recognizes that the women are underrepresented in political 
and managerial decision making process in many countries; 
3. Recommends that gender equality should be led by the govern-
ment to reduce various forms of prejudices and discriminations 
towards women and girls in the society; 
4. Recognizes the gender quota system could be an effective way 
to fil the gap between men and women and between boys and 
girls; 
5. Recommends some member states to introduce a legal reserved 
seat gender quota system to increase underrepresented sex in 
parliament， public office and corporate boards in order to 
achieve gender equality; 
6. Recommends some member states should set the target of 30% 
of parity to be achieved by 2020; 
7. Decides the achievements should be reported to the General 
Assembly every 3 years; 
8. Endorses al member states to improve educational standard for 
women and girls and to enhance outreach activities to reduce 
prejudice for women; 
9. Requires UN agencies to support developing countries to pro帽
mote capacity building for women and girls. 
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m.おわりに
以上，模擬国連教育の一事例として講義レジメ，ポジション・ペーパー，
決議と運営方法の実例を紹介した。本章では，模擬国連授業の初年度を振り
返って，今後取り組むべき課題を提起する。
第一節 カリキュラム
2013年度「グローパル共通教養総論」科目では，金 15回の授業のうち初
回から第 12固までが，ゲスト・スピーカーによる各国独立したオムニパス
形式の講義(主題は闘際機構，貧閣と開発， ジェンダ一等)で，続く最終3
回の授業で，模擬国連の会議を行う構成になっていた。そのため，会議に至
るまでの主な準備手段は，オンラインツールの manabafolioとオフィスア
ワーにおける個別指導であったことが，最大の課題であった。
これまで第二章でみてきたことから，模嫌国連の教育において重要なのは，
学生が会議に参加するための下準備であることは明白である。数ヶ月の聞に，
まず国際問題(議題)と自分が担当する固についての基礎知識を深め，次に，
英語で議題に対する自国の政策を立案し，さらにその政策方針に基づいてー
闘の代表として公式発音ム他国代表との討議を行う演習を行うのである。
学生だけでなく，指導する教員も多忙を極めることは容易に想像がつくであ
ろう。このため 2013年度の模擬国連授業では，会議手続きは最小限に抑え
たが，通常の模擬国連会議では，会議手続き・規則をいかに上手く使いこな
せるかどうかも，会議を自国に有利な方向に導くという点で重要なポイント
となる。
つまり，模擬国連の会議とは，主役である学生がこれまでの成果を披露し，
ときには能力を競い合う晴れの舞台なのである。したがって，会議当日教員
は，進行役として議長を務めるか，あるいは学生が議長も務める場合には，
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アド、パイザーとして会議会体を支える裏方に徹するべきであろう。
この経験をもとに，筆者は 2014年度の国際協力人材育成プログラムに対
して，抜本的な対策を提案した。それは，模擬国連授業を独立した一つの正
規科目として開設し，その中で学生が，模擬国連に必要なスキルと知識を習
得し，会議の授業内演習を行った後に，学外の模擬国連大会へ参加するとい
う，体験学習に薫点安置いた内容で，具体的には四部構成のカリキュラムと
した。まず第一部は， リサーチ，ライティング，パブリック・スピーキング，
ディスカッション，および会議手続き・規則といった会議参加に必要なスキ
ルを英語で習得することを目的とした。第二部は，議題となる国際問題につ
いて知識を得るための講義を受け，第三部は，模擬国連大会(JUEMUN)
への参加をとおして，大勢の参加者を相手に，英語で交渉するという現場の
臨場感を体験し，さらに成長することを最大の目的とした。そして，最終部
は授業全体の評価を行うセッションとしたのである。かなり画期的な提案だっ
たと思うが，三大学の承認が得られ，模擬闇速授業は 2014年度国際協力人
材育成プログラムの中の春学期 (2014年度より前期から改称)新科目とし
て設置されることになった。
第二節授業の運営
カリキュラムの他に，模擬国連授業の遍営上課題となったのは，議閣の設
定，議題概説書の執筆，そして学生の個別指導である。 2013年度の議題は
「女性のエンパワーメント」に設定し，賛成・反対意見が明確にでるように
トピックを「女性の権利を向上させるために女性の議員・幹部職員の人数ま
たは割合を割当制として義務付けるべきか否か」とした。当然のことながら，
女性の権利の向上について男性の理解が必須である一方，初めて模擬国連を
経験する男子学生にとっては，取組みがやや難しい議題となったことは否定
できない。本プログラムは，学部を問わず履修できるため，履修学生全員が
興味を持てる議題を見つけること，それに加えて英語でも議論が活性化する
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ょう，賛否両論に分かれやすいトピックを設定することが，教員にとっての
課題となる。
さらに，一般的な模擬国連大会のように，会議当日まで，学生が各自で勉
強・準備する場合には，事務局による議題概説書の発行が必須である。しか
しながら，その執筆 (2013年度本プログラムの事例で60貰睦度)は，非常
に骨が折れる作業のため，共同執筆者を見つけるなどして，役割分担の工夫
が必要である。そ ζで2014年度の模擬国連新科目では，学外の模擬国連大
会に参加することで，主催大学からの情報提供を可能にし，この課題を克服
することにした。また. 2014年度には，ゲスト・スピーカーを招聴して，
議題に直接関連する講義の回を設けるという授業ならではの試みを取入れた。
前章の第三節で紹介したとおり，学生が担当する国は世界の各地域に分布
している。学生は議題について各国の立場からリサーチを行い，自分の担当
する国の政策を立案し，その案に基づいて発言・討議をする。そこで，学生
に的確な助言をするために，教員も各国の状況を把握しておかなくてはなら
なL、。そのため. 2013年度前期授業においては，約50名の学生を 2-3人
で一組の代表団(Delegation)に分け，参加国数を 19カ国にしたのだが，
残念ながらうまくチームワークが機能しない代表団があった。主な理由とし
て，授業外での学生同士のコミュニケーション，課題の分担がうまくはかど
らなかったことが挙げられる。リーダーシップを発揮し，見事に代表団を導
いた優秀な学生もいたことは特記しておきたいが，総じて人に 1カ国を
担当させた後期授業の方が，学生が模擬国連の課題そのものに集中すること
ができた好事例といえる。したがって，模擬国連の授業には，大規模な講義
形式の授業よりも，少人数の学生によるゼミナール形式のような教授方法が
適していると，筆者は考える。
第三節模様国連教育の今後について
筆者は，模擬国連の文献調査と圏内のフィールド調査の他に，ジュネーブ
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にある国連欧州本部で毎年開催されている世界的に名高い模擬国連大会
Gen色veInternational Model United Nations (GIMUN) (2014年3月開催)
のフィールド調査を行った。そこで，模擬国連の大会を主催する団体ごとに
会議手続き・規則・交渉過程が異なり，実際の国連会議には存在しない，つ
まり各団体で独自に進化させたものが大小様々存在するという事実を確認し
fこ。
この状況に対し，国連広報局(UNDepartment of Public Information) 
では，模擬国連教育の指導的立場にいる者(主に大学研究者や大学生)を対
象として，近年，国連による模擬国連ワークショップ (MUNW orkshop) 
をニューヨークを拠点に開催している。そこで筆者は，国連広報局と東京の
国連広報センター(UNIC)の協力のもと，その模擬国連ワークショップを，
2014年秋に日本で初めて招致するという幸運に恵まれた。本稿を執筆中の
現在，本ワークショップの事務局として開催を支援している。そこで筆者は，
国連が，模擬国連の指導者に対して，忠実に取入れてほしいと考える要素に
ついて，今後研究を行い，改めて報告したいと思う。
最後に，本書とこのワークショップが，模擬国連教育の研究者，なかでも，
これから模擬国連の授業を始めようとする大学教員およびその関係者の一助
となれば幸いである。
《注》
1) r日本模擬国連ホームページJ2014年6月30日(http://jmun.org/>
2) nUEMUNホー ムペー ジJ2014年6月初日 (http://juemun.weebly.com/>
3) Permanent Mission of Switzerland to the United Nations. The PGA Hand. 
book -A practical guide to the United Nations (2011) pp.12-13. 
4) 複数の大学問での利用のために導入された教育支援ツール。 (http://manaba.
jp> 
5) World Bank. World Development Report 2012: Gender quotas and female 
leadership (2011). By Pande， Rohini， and Deanna Ford. pp.8-26. 
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6) 本議題概説書を含むn模擬国連J実施報告書:HRIC Model United Nations 
(2013)J (ソラ陽子， 64項)は国際協力人材育成プログラムの公式サイト <http:
j jwww.hric.jpjhoukoku>に掲載中。
(そら・ょうこ 国際連携機構特任講師)
